
	第12分科会


地域からのワークライフバランス

～すべての人々が生き生きとした生活を

送るために私たちができること～　


	座　　　　長
	服　部　久　美
	（自治研中央推進委員・三重県本部）

	副　 座 　長
	黒　柳　浩　樹
	（自治研中央推進委員・長野県本部）

	記　　　　録
	岡　本　紀　子
	（自治研中央推進委員・岡山県本部）

	運　　　　営
	上　田　　　薫
	（自治研中央推進委員・滋賀県本部）

	
	松　澤　佳　子
	（自治研中央推進委員・中央本部女性部長）

	
	横　山　龍　寛
	（自治研中央推進委員・中央本部労働条件局長）


６日(土)９：00～17：00　名古屋国際会議場「会議室133・134」

	９：00～９：30
	挨拶・オリエンテーション

	
	ビデオ上映「ワークライフバランス」

	９：30～11：00
	講演「ワーク・ライフ・バランスと働き方改革」

	
	　　　　　　　　　　佐藤　博樹（東京大学社会科学研究所教授）

	11：00～11：10
	休　憩

	11：10～12：20
	民間企業等の先進的な取り組み

	
	　①　「労使によるワーク・ライフ・バランス」

	
	　　　　　　　　　　パナソニック電工労働組合　岩脇　寛己

	
	　②　「ＩＮＡＸダイバーシティ推進活動への取組」

	
	　　　　　　　　　　ＩＮＡＸ労働組合・中央執行委員長　小林　篤之

	12：20～13：00
	昼食休憩

	13：00～14：30
	要請レポート報告

	
	　①　「名古屋笠寺のまちづくり活動とワークライフバランス」

	
	　　　　　　　　　　愛知県環境部資源循環推進課循環グループ・

　　　　　　　　　　あいち資源循環推進センター・主任主査　青山　知弘

	
	　②　「みえ次世代育成応援ネットワークの取り組みと企業の次世代育成支援事業」

	
	　　　　　　　　　　三重県本部／三重県健康福祉部こども局こども未来室・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次世代育成グループ・主査　山本　佳子

	
	　③　「松本市におけるワーク・ライフ・バランスの取り組みについて」

	
	　　　　　　　　　　長野県本部／松本市職員労働組合・副委員長　鶴田　克也

	14：30～14：45
	休　憩

	14：45～17：00
	パネルディスカッション「地域からワークライフバランスを実現するには」

	
	　コーディネーター：佐藤　博樹（東京大学社会科学研究所教授）

	
	　パネリスト：小林　篤之（ＩＮＡＸ労働組合中央執行委員長）

	
	　　　　　　　　　　青山　知弘（愛知県環境部資源循環推進課循環グループ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あいち資源循環推進センター主任主査）

	
	　　　　　　　　　　山本　佳子（三重県健康福祉部こども局こども未来室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次世代育成グループ）

	
	　　　　　　　　　　鶴田　克也（松本市職員労働組合副委員長）

	17：00
	終　了


　　 第12分科会：地域からのワークライフバランス

　　　　　　　　 ～すべての人々が生き生きとした生活を

　　　　　　　　　 送るために私たちができること～

	テーマ
	　老若男女を問わず、自らの生き方に応じて仕事、家庭生活、地域活動、自己啓発などに関わることができる状態をさす「ワークライフバランス」。その大切さについてはしばしば語られるが、その実現は遅々として進まない。分科会では、まずワークライフバランスについての共通認識を作るとともに、地域・企業・自治体それぞれに必要な取り組みと、自治体職員にできることは何かを探る。

	特徴的な情勢
	　日本では「ワークライフバランス」が少子化対策の流れで持ち込まれたため、「男女共同参画」とイコールで考える傾向がある。多様なライフスタイルの実現可能な社会をめざす本来の意味が十分に理解されておらず、それが社会全体としての推進を妨げる一因となっている。

	主要論点と実践課題
	●　「ワークライフバランス」とは何か。

●　職場・家庭・地域で取り組むべきことは何か。

●　自治体として企業・地域・家庭に働きかけられることは何か。
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